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この社協だよりは、赤い羽根共同募金配分金で発行しています。

〈主な内容〉

Ｐ２　赤い羽根共同募金運動が始まりました

Ｐ５　令和５年度長岡市社会福祉協議会　会長表彰

Ｐ６　まちのお宝発見隊！　四郎丸地区・下川西地区・与板地区

Ｐ10　ボラセンだより “ながおか社協”の日常の様子は
HＰにて随時更新しています。

発
行

高校生ボランティア講座

詳細はP11 へ！10月28日（土）に「越後み
しま竹あかり街道」が開催されます。高校生
ボランティアが作品づくりを行いました。



募金が集まる

長岡市内の募金が一か所に

（ 長岡市共同募金委員会）

⬇
新潟県内の募金が一か所に

（ 新潟県共同募金会）

私たちが長岡市内の様々な場所で募金をする

自宅で 学校で

街頭で

長岡市内各地域の団体等の

福祉活動、 災害支援や

新潟県内の福祉活動に使われる

県北豪雨災害ボランティ ア活動の様子

今年も 各地域で街頭募金活動を行います

長岡地域

・ 10月１ 日（ 日）　 アオーレ長岡・ JR 長岡駅周辺

・ 10月７ 日（ 土）
ウオロ ク 長岡店

道の駅ながおか花火館

イ オン 長岡店

　 　 ８ 日（ 日）　

　 14日（ 土）　

　 15日（ 日）

三島地域

・ 11月３ 日（ 金・ 祝）

　 　 　 　 　 　 　「 みし ま産業まつり 」 みし ま会館及び

三島支所駐車場

山古志地域

・ 11月３ 日（ 金・ 祝）

　 　 　 　 　 　 　「 山古志産業まつり」 山古志支所構内

・ 11月25日（ 土）　「 やまこし コミ センまつり 」山古志コミ ュ

ニティ センタ ー

小国地域

・ 11月３ 日（ 金・ 祝）

　 　 　 　 　 　 　「 おぐ に秋まつり 」おぐ にコ ミ ュ ニティ

センタ ー

和島地域

・ 10月22日（ 日）　 道の駅「 良寛の里わし ま」

川口地域

・ 10月21日（ 土）　 道の駅「 越後川口」（ あぐり の里）

・ 10月29日（ 日）　「 えちご川口秋まつり」長岡市川口支所前

特設会場

　「 困ったときはお互いさま」 の想いが、 長岡市

内の各地域から 集まります。 募金をする人、 活

動をする人、 支えら れる人は、 みんな赤い羽根

でつながっています。

　 今年も 皆さまのあたたかいご支援をよろしく お

願いいたします。

街頭募金・イベント 募金実施日程（ 予定）

※変更となる場合もあります。

　 赤い羽根共同募金は、子ども たちや高齢者、障害者等を支援する様々な福祉活動や災害時の支援のために使われています。

　 私たち が住む長岡市内で募金を する と 、 その大切なお金は長岡市内各地域の団体等の福祉活動、 災害支援や新潟県内

の福祉活動に使われます。

　 赤い羽根共同募金は『 じ ぶんの町を 良く し たい』 と いう 意志のある募金です。

　 皆さ まから のご理解と ご協力をお願いし ます。

赤い 羽根共同募金運動が赤い 羽根共同募金運動が
始まり まし た始まり まし た

運動期間

10 月１ 日～

12 月 31 日
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赤い羽根募金のつかいみち
赤い羽根データベース

はねっと
赤い羽根共同募金のつかいみち

　研修会やボランティアフォーラム
を実施し、様々な団体等と連携、
協働するきっかけをつかむことがで
きました。今後も今回の学びを活か
し、各団体の活動の幅が広がるよ
う、活動を進めていきたいと思いま
す。ありがとうございました。

長岡市ボランティア
連絡協議会

　男の料理教室を開催することで、
地域の男性が外出するきっかけや仲
間づくりの場になっています。
　また、事業に参加いただいた方が
地区のボランティアとして活動をして
くださる等、地域活動の発展につな
がっています。

日越地区
社会福祉協議会

今年度、助成を受けた団体はこちら↓

赤い羽根共同募金の使い道をもっと
知りたい方は赤い羽根データベース
「はねっと」で検索！

はねっと　長岡

長岡市の活動を
応援したい方は
こちらから→

この他にも、除雪活動等を行っている様々な団体、活動に活用されています。計１３３団体（順不同、敬称略）

長岡市民生委員児童委員協議会／長岡市ボランティア連絡協議会／長岡市食事サービス連絡協議会／長岡要約筆記サークル／長岡市手話サークル／長岡音声訳の会／長岡市民生委員児童委員協議会／長岡市ボランティア連絡協議会／長岡市食事サービス連絡協議会／長岡要約筆記サークル／長岡市手話サークル／長岡音声訳の会／
長岡点訳の会／スイム・リーダー愛／手話サークルあゆみ／手話サークル虹／長岡おもちゃ病院／パソコン・ココの会／ゆいジョブながおか／長岡市老人クラブ連合会長長岡点訳の会／スイム・リーダー愛／手話サークルあゆみ／手話サークル虹／長岡おもちゃ病院／パソコン・ココの会／ゆいジョブながおか／長岡市老人クラブ連合会長
岡支部／長岡市身体障害者団体連合会／長岡市手をつなぐ育成会／長岡希望の会／長岡地区更生保護女性会／長岡市母子寡婦福祉会／地域活動支援センターピュア岡支部／長岡市身体障害者団体連合会／長岡市手をつなぐ育成会／長岡希望の会／長岡地区更生保護女性会／長岡市母子寡婦福祉会／地域活動支援センターピュア
はーと／地域活動支援センターふぁーれ／長岡視覚障害者福祉協会／長岡市肢体障害者協会／長岡市ろうあ者福祉協会／ひまわり号を走らせる長岡実行委員会／えくぼはーと／地域活動支援センターふぁーれ／長岡視覚障害者福祉協会／長岡市肢体障害者協会／長岡市ろうあ者福祉協会／ひまわり号を走らせる長岡実行委員会／えくぼ
クラブ／長岡市子ども会連絡協議会／長岡市障害者施設ふれあい委員会／あさがおの会／子どもフェスティバル実行委員会／特定非営利活動法人 長岡医療と福祉の里 クラブ／長岡市子ども会連絡協議会／長岡市障害者施設ふれあい委員会／あさがおの会／子どもフェスティバル実行委員会／特定非営利活動法人 長岡医療と福祉の里 
ボランティア連合会／ひきこもりの子をもつ親の会「すだちの杜」／千手地区福祉会／四郎丸地区福祉会／豊田地区福祉会／阪之上地区福祉会／表町地区福祉会／中ボランティア連合会／ひきこもりの子をもつ親の会「すだちの杜」／千手地区福祉会／四郎丸地区福祉会／豊田地区福祉会／阪之上地区福祉会／表町地区福祉会／中
島地区福祉会／神田地区福祉会／川崎地区福祉会／新町地区福祉会／大島地区福祉会／希望が丘地区福祉会／宮内地区社会福祉協議会／十日町地区社会福祉協議会島地区福祉会／神田地区福祉会／川崎地区福祉会／新町地区福祉会／大島地区福祉会／希望が丘地区福祉会／宮内地区社会福祉協議会／十日町地区社会福祉協議会
／六日市地区社会福祉協議会／太田地区社会福祉協議会／山通地区福祉会／栖吉地区社会福祉協議会／富曽亀地区社会福祉協議会／山本地区社会福祉協議会／新組／六日市地区社会福祉協議会／太田地区社会福祉協議会／山通地区福祉会／栖吉地区社会福祉協議会／富曽亀地区社会福祉協議会／山本地区社会福祉協議会／新組
地区社会福祉協議会／黒条地区社会福祉協議会／下川西地区社会福祉協議会／上川西地区社会福祉協議会／福戸地区社会福祉協議会／王寺川地区社会福祉協議会／地区社会福祉協議会／黒条地区社会福祉協議会／下川西地区社会福祉協議会／上川西地区社会福祉協議会／福戸地区社会福祉協議会／王寺川地区社会福祉協議会／
日越地区社会福祉協議会／関原地区社会福祉協議会／宮本地区社会福祉協議会／大積地区社会福祉協議会／深才地区社会福祉協議会／青葉台地区福祉会／長岡市赤日越地区社会福祉協議会／関原地区社会福祉協議会／宮本地区社会福祉協議会／大積地区社会福祉協議会／深才地区社会福祉協議会／青葉台地区福祉会／長岡市赤
十字奉仕団中之島分団／中之島母子寡婦福祉会／長岡市老人クラブ連合会中之島支部／絵てがみの会／長岡市手をつなぐ育成会 中之島班／長岡市中之島身体障害者十字奉仕団中之島分団／中之島母子寡婦福祉会／長岡市老人クラブ連合会中之島支部／絵てがみの会／長岡市手をつなぐ育成会 中之島班／長岡市中之島身体障害者
福祉協会／中之島地区社会福祉協議会／長岡市老人クラブ連合会越路支部／越路地区社会福祉協議会／三島地区民生委員児童委員協議会／コロッケの会／長岡市手を福祉協会／中之島地区社会福祉協議会／長岡市老人クラブ連合会越路支部／越路地区社会福祉協議会／三島地区民生委員児童委員協議会／コロッケの会／長岡市手を
つなぐ育成会 三島班／みしま絵手紙教室の会／長岡市赤十字奉仕団三島分団／三島地区社会福祉協議会／山古志地区社会福祉協議会／長岡市老人クラブ連合会小国つなぐ育成会 三島班／みしま絵手紙教室の会／長岡市赤十字奉仕団三島分団／三島地区社会福祉協議会／山古志地区社会福祉協議会／長岡市老人クラブ連合会小国
支部／小国地区社会福祉協議会／長岡市老人クラブ連合会和島支部／和島地区社会福祉協議会／寺泊更生保護女性会／長岡市老人クラブ連合会寺泊支部／寺泊地区支部／小国地区社会福祉協議会／長岡市老人クラブ連合会和島支部／和島地区社会福祉協議会／寺泊更生保護女性会／長岡市老人クラブ連合会寺泊支部／寺泊地区
社会福祉協議会／栃尾地区社会福祉協議会／地域活動支援センターぽむハウス／特定非営利活動法人ＵＮＥ／地域活動支援センターＵＮＥＨＡＵＳ／長岡市老人クラブ連社会福祉協議会／栃尾地区社会福祉協議会／地域活動支援センターぽむハウス／特定非営利活動法人ＵＮＥ／地域活動支援センターＵＮＥＨＡＵＳ／長岡市老人クラブ連
合会栃尾支部／栃尾身体障害者福祉協会／長岡市手をつなぐ育成会 栃尾班／栃尾ボランティア連絡協議会／七草の会／とっちゃぶ／カラオケ雪椿／長岡市赤十字奉仕合会栃尾支部／栃尾身体障害者福祉協会／長岡市手をつなぐ育成会 栃尾班／栃尾ボランティア連絡協議会／七草の会／とっちゃぶ／カラオケ雪椿／長岡市赤十字奉仕
団与板分団／長岡市老人クラブ連合会与板支部 福寿会／与板地区更生保護女性会／与板地区社会福祉協議会／川口ボランティア連絡協議会／長岡市老人クラブ連合会団与板分団／長岡市老人クラブ連合会与板支部 福寿会／与板地区更生保護女性会／与板地区社会福祉協議会／川口ボランティア連絡協議会／長岡市老人クラブ連合会
川口支部 さくら会／川口遺族会／川口明るい社会づくり推進会／長岡市川口身体障害者福祉協会／長岡市手をつなぐ育成会 川口班／手をつなぐおにごっこの会／ぷれ川口支部 さくら会／川口遺族会／川口明るい社会づくり推進会／長岡市川口身体障害者福祉協会／長岡市手をつなぐ育成会 川口班／手をつなぐおにごっこの会／ぷれ
ジョブ長岡かわぐち／特定非営利活動法人春よこい／川口地区社会福祉協議会／長岡市社会福祉協議会／高野町町内会／槇下町自主防災会／宝地町町内会自主防災会ジョブ長岡かわぐち／特定非営利活動法人春よこい／川口地区社会福祉協議会／長岡市社会福祉協議会／高野町町内会／槇下町自主防災会／宝地町町内会自主防災会
／青葉台５丁目町内会／宮本堀之内町内会／関原町１丁目町内会／長岡市交通安全協議会富曽亀支部／千手コミュニティ推進委員会／下条町（二）自主防災会／江陽自主／青葉台５丁目町内会／宮本堀之内町内会／関原町１丁目町内会／長岡市交通安全協議会富曽亀支部／千手コミュニティ推進委員会／下条町（二）自主防災会／江陽自主
防災会／蓬平町内会／宮本町１丁目町内会／西新町１丁目自主防災会／下々条町町内会／ TR-Workers-NAGAOKA ／中之島宮内町内会／小坂区／飯塚区／原小屋防災会／蓬平町内会／宮本町１丁目町内会／西新町１丁目自主防災会／下々条町町内会／ TR-Workers-NAGAOKA ／中之島宮内町内会／小坂区／飯塚区／原小屋
集落／蔦都町内会／松尾区　……集落／蔦都町内会／松尾区　……

皆さまの想いがこれらの団体、地域活動を支えています皆さまの想いがこれらの団体、地域活動を支えています
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　今年度、長岡市共同募金委員会では、社会福祉法人中越福祉会の協力のもと新たな運動資材として、アール・
ブリュット作品を使用したポケットティッシュを作成いたしました。長岡市内の作家による６作品が描かれたポ
ケットティッシュは街頭募金などで配布いたします。イラストと共に描かれた作品紹介文にも注目です。

※配布していない地域もございます。取り扱いについては各分会にお問い合わせください。

アール・ブリュット�×�赤い羽根共同募金

　アールは「芸術」、ブリュットは「磨かれていない（加工
されていない）生のままの」という意味のフランス語。文化
的な伝統や教育等にとらわれず、独自の発想と方法で制作し
た作品を指し、障害のある方の独創性ある作品等もアール・
ブリュットの一つとして世界各地で高い評価を得ています。

アール・ブリュット作品とは？

独特な色使い
は見る人を楽
しませます

赤い羽根の
封入作業も
中越福祉会で
行いました

　令和 5 年 6 月 29 日からの大雨により、全国各地で大雨災害などによる人的及び家屋への甚大な被害が発生し、
複数県の市町村に災害救助法が適用されました。この災害により、被災された方々を支援することを目的に義援
金を募集します。皆さまのあたたかいご支援、ご協力をお願いいたします。

各被災地への一括支援

長岡市共同募金委員会・各分会（長岡市社
会福祉協議会本部事務局・各支所）へお問
い合わせ、お持ち込みください。（連絡先
はP12をご覧ください）

振込以外にも、
窓口による受付も行っています。

令和５年６・７月大雨災害義援金募集

現在義援金を
募集している県
山口県　 福岡県

石川県　 秋田県 　佐賀県

各県への個別の募金先は
長岡市社会福祉協議会
ホームページをご覧ください。

令和６年１月 31日（水）まで受付期間

※三井住友銀行�同行本支店間の窓口及びＡＴＭからの振込手数料は無料
※�りそな銀行�りそな銀行、埼玉りそな銀行、関西みらい銀行の本支店間の窓口及び
ＡＴＭからの振込手数料は無料。みなと銀行は窓口からの振込手数料のみ無料。

金融機関 支店名 口座番号 口座名義

三井住友銀行 東京公務部 普通預金
0148483 （福）中央共同募金会

りそな銀行 東京公務部 普通預金
0126799 （福）中央共同募金会

義援金受付口座
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表彰式は、 1 0 月７ 日（ 土） ア オーレ 長
岡 長岡市議会議場にて開催さ れます。

◎活動を始めたき っ かけは？

　 退職後、 地元の町内会長に声を かけら れたこ と がき っ か

けで、 民生委員活動が始まり まし た。 いつも 地域に対し て

ア ン テ ナを 張っ て困り ご と を キャ ッ チする こ と 、 ま た日

頃から 各種相談窓口と つながっ ておく こ と を意識し ていま

す。

◎今後の目標、 やっ てみたいこ と はあり ますか

　 毎週火曜日に開催し ている地域の茶の間も 、 地域の方々

と 一緒になっ て運営し ており 、 自分自身も 楽し んで参加さ

せても ら っ てます。 こ の地域の茶の間から 、 カ ラ オケやノ

ルディ ッ ク ウォ ーキン グ、 フ レ イ ル予防等、 いろ いろ な取

組みがスタ ート し まし た。

　 今後は、 生き がいづく り の面で、 自分自身が様々なこ と

を 体験、 吸収し ていき 、 地域に貢献し ていき たいと 思っ て

います。

北原公弘 さ ん
　 2 0 1 0 年 1 2 月に 民生委員

に 就任。 1 2 年以上、 地域の

身近な相談役と し て活躍。 地

域の茶の間の運営や里山づく

り のボラ ン ティ ア等と し ても

長年、 地域を 支えている 。

◎活動をし ていてやり がいを感じ るこ と

　 妻がパソ コ ン・ コ コ の会の立ち上げに携わっ ていたこ と で

関わり 始め、 画面が動かなく なっ た等、 壊れてし まっ たパソ

コ ンを修理するよう になり まし た。 活動に毎回参加するわけ

ではあり ませんが、 呼ばれたら 行き、 必要があればパソ コ ン

を持ち帰り 修理し ています。

　 最近までは仕事をし ながら の活動だっ たため自分のできる

範囲でやれるこ と をやっ てきまし た。

◎今後の目標、 やっ てみたいこ と はあり ますか

　 元々、 困っ ている 人を 見る と 放っ ておけない、 壊れてい

るも のがあっ たら 直し たく なる 性格でし た。 そし て、 趣味

であっ たパソ コ ン が活動につながり まし た。 今後も 自分の

でき る 中で、 困っ ている 人がいたら でき る こ と をし ていき

たいです。

早川肇夫 さ ん
　 1999 年４ 月パソ コ ン・ コ

コ の会設立後すぐ に入会。 当

時は勤務を し な がら ボ ラ ン

テ ィ ア 活動を 長年に わた り

行っ てき た。 会員のパソ コ ン

メ ン テ ナ ン ス、 購入手伝い、

ソ フ ト のイ ン スト ール等を し

ている。

パソ コ ン ・ コ コ の会

　 1 99 9 年２ 月『 障がいがあっ ても パソ コ ン を し よ う 』

を 合言葉に、 視覚障がい者の方が文字によ る コ ミ ュ ニ

ケーショ ン を し よ う と 立ち 上げたボラ ン ティ アグルー

プ。 長岡市社会福祉センタ ート モシアで毎月第１ 、 第３

日曜日に勉強会を開いている。

パソ コ ン・ コ コ の会

●民間社会福祉事業施設、 団体の役員で

　 1 2 年以上勤続し 、 特に功績顕著な方

馬場　 正和

　【 社会福祉法人 さ んわ福祉会】

●その他社会福祉の向上に尽く し 、

　 特に功績顕著な方

早川　 肇夫　

　【 パソ コ ン ・ コ コ の会】

橋本　 和良　

　【 特定非営利活動法人長岡医療と 福祉の里ボラ ンティ ア連合会】

松岡　 裕姫子

　【 日常生活自立支援事業生活支援員】

菅沼　 曜子

　【 日常生活自立支援事業生活支援員】

山古志商工会女性部

 （ 敬称略）

●民生委員・ 児童委員で 1 2 年以上勤続し 、

特に功績顕著な方

山岸　 三郎　 　 　 　 北原　 公弘

小林　 栄子　 　 　 　 伊藤　 泰一

伊東　 次男　 　 　 　 長谷川秀男

笠井妃左子　 　 　 　 石丸　 末子

相田美佐子　 　 　 　 鷲尾　 貴子

榮木　 和夫

長岡市社会福祉協議会 会長表彰長岡市社会福祉協議会 会長表彰令和
５ 年度
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Pa rt.12

四郎丸地区四郎丸地区

　
７
月
15
日
㈯
に
四
郎
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
～
こ
ん
な
時
あ
な
た

な
ら
何
が
で
き
ま
す
か
？
～
」
を
テ
ー
マ
に
地
域
福
祉
懇

談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
３
年
ぶ
り
に
開
催
。

町
内
会
連
絡
協
議
会
や
民
生
委
員
、
四
郎
丸
地
区
福
祉
会

等
23
人
が
集
ま
り
、
Ａ
さ
ん
と
い
う
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て
生
活
し
続
け
る
た
め
に
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
ま
し
た
。

地
域
福
祉
懇
談
会

地
域
福
祉
懇
談
会

　 ３ 年ぶり の開催と いう こ と で計画時は不安でし たが、 地区の関係

者が互いに顔を 合わせ、 地域について話し 、 福祉会の活動も 知っ て

も ら えた機会になっ たよう に感じ ます。

　 今回は参集者を 絞っ た形での開催と なり まし たが、 次回は11月半

ばに地区の全民生委員と 町内会長を参集し 、 日頃の活動を振り 返り 、

お互いに労う 場と し ても 計画し ています。

四郎丸地区福祉会　 会長　 長谷川 修一郎 さ ん

主催者の 声

グループワーク で出た意見グループワーク で出た意見

◎食事はどう し ているの？

◎ゴミ 出し は？

◎頼れる 人はいる の？

◎冬の除雪は？　

◎緊急時の連絡先は？

◎災害時はどう するの？

◎ 気にかけてく れる人は

　 いるのかな？

Ａ さ んの周り の心配
「 どう し ているんだろ う ？」

◎ 地区の食事サービ ス 事業を

紹介する

◎ 近所の弁当屋を 紹介し 、 弁

当屋に定期的な 訪問によ る

見守り をし ても ら う

◎ 顔を 見た と き にあいさ つを

し 、 少し ずつコ ミ ュ ニ ケ ー

ショ ンの機会を増やす

◎ 町内と し て 災害時支援が必

要な 人の名簿作成や支援方

法の確認を 行う

自分にできる
協力方法は？

➡

　 地域住民や町内会の役員、 民生委員

等、 関係機関が地域課題の把握やその

課題の解決方法を 話し 合い、 よ り 良い

地域づく り について住民主体で考える

場です。

　 各地区でそ

れぞれの地域

の状況に合わ

せて開催さ れ

ています。

地域福祉懇談会
と は？
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Pa rt.13

下川西地区下川西地区　
５
月
31
日
㈬
に
下
川
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
「
あ
っ
と
い
う
間
の
10
年 

こ
れ
か
ら
ど

う
な
る
下
川
西
の
福
祉(

く
ら
し)

」
を
テ
ー
マ

に
地
域
福
祉
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
会
役
員
や
民
生
委
員
、
地
域
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
等
32
人
が
集
ま

り
、
10
年
後
に
向
け
て
今
地
域
で
何
が
で
き
る
か

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
実
際
に
地
域
福
祉
懇
談
会
を
き
っ
か
け
に
動
き

出
し
た
地
域
と
子
ど
も
た
ち
の
交
流
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

地
域
福
祉
懇
談
会

地
域
福
祉
懇
談
会

◎高齢化が進んでいる

◎ 日頃から 近所づき あいを 良く

し て いる た め、 続けて いっ て

ほし い

◎ 専門知識や技術を も っ て いる

人がいる

◎ 若い 世代のつ な がり がな く 、

ボラ ン テ ィ ア のな り 手が少な

く なっ ている

現状から 考えら れる
1 0 年後の下川西地区は？

◎ 下川西の魅力を発信し て、 住人を増やす

◎ 近所づき あい を 大事に、 困っ た 時はサ

ポート し あう

◎ ボラ ン ティ アの枠ではない、 力を 発揮で

き る仕組みをつく る

★ 子ど も のう ち から ボラ ン ティ ア体験を し

て も ら っ た り 、 働い て る 人から ボラ ン

ティ アに対する理解、 協力を得る

1 0 年後に向けて
でき るこ と は？

➡

グループワーク で出た意見グループワーク で出た意見

　 懇談会で出た意見が実現し 、

次の取り 組みにつながる こ と

は “活きた地域福祉懇談会 ”に

なっ ていると 感じ ます。

　 参加者と し ても 目に見える 活動になる こ と で、 今

後も 意見を 出し ていき たいと 思う し 、 活動にも 参加

し ていき たいと 思います。

　 また、 子ど も たち が丹精込めて作っ てく れた学校

田のお米を 地域（ 食事サービ ス事業） でおいし く 食

べら れるこ と が楽し みです。

町内会長

送迎・ 配食ボラ ンティ ア

田辺 高行さ ん

参加者の 声

　  　 　 　 小学校×地域

　  一緒にボッ チャ を実施！

　 ６ 月 14 日（ 水）、 2 8 日（ 水） に下川西小学

校スポーツ ク ラ ブ と コ ミ ュ ニテ ィ セン タ ー

のコ ラ ボ企画と し てボッ チャ を 行いまし た。

小学校のク ラ ブ 活動の時間に、 地域の方と

一緒にゲームを楽し も う と 企画し まし た。 下川西保育園の園児も 見学し

に来て、 ボッ チャ をし ているそばでボール遊びをし ていまし た。

　 それぞれが活動を 行う だけでなく 、 一緒に行う こ と で

交流がう まれまし た。

　 学校と し ても 以前から 子ども たちと 地域の方と の交

流を し たいと 考えていまし た。 ただ交流するのではな

く 、 子ど も たち に自分たち がし た こ と で 地域の役に

立っ たと いう 思いを感じ てほし いと 思っ ていまし た。

　 地域のために活動し ている方々にふれて、 地域の支

え合いの様子から 子ども たちの心に残るも のがあれば

と 考えています。

下川西小学校　 校長　 平野 宏子さ ん

地域の協力者の 声

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

令
和
５
年

令
和
５
年

５
月
５
月
3131
日日

　　
地
域
福
祉
懇
談
会

地
域
福
祉
懇
談
会  

開
催
開
催

　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
る
人
た
ち

と
関
わ
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
意
見
が
出
て

き
ま
し
た
。

６
月
某
日

６
月
某
日

　　
下
川
西
小
学
校
に
相
談

下
川
西
小
学
校
に
相
談

　
地
域
福
祉
懇
談
会
で
出
た
意
見
や

思
い
を
相
談
。
校
外
学
習
と
し
て
地

域
で
実
施
し
て
い
る
食
事
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
見
学
を
子
ど
も
た
ち
に
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

７
月
７
月
2626
日
（
見
学
）

日
（
見
学
）

８
月
８
月
2323
日
（
実
食
）

日
（
実
食
）

　　
学
校
長
と
教
員
が
見
学
に

学
校
長
と
教
員
が
見
学
に

　
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
参
加
す
る
前
の
下
見
を
し

ま
し
た
。
実
際
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
が
作
っ
た
お
弁
当

を
食
べ
て
、
活
動
へ

の
思
い
を
共
有
し
ま

し
た
。

1010
月
４
日

月
４
日

　　
下
川
西
小
学
校
校
外
学
習

下
川
西
小
学
校
校
外
学
習

　
懇
談
会
で
出
た
意
見
が
形
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
11
月
頃
の
食
事
サ
ー

ビ
ス
の
お
弁
当
に
は
、
学
校
田
で
作

ら
れ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
使
わ
れ
る
予

定
で
す
。
今
後
の
学
校
と
地
域
の
つ

な
が
り
に
乞
う
ご
期
待
で
す
！
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Pa rt.14

与板地区与板地区

　
考
房
あ
っ
た
か
は
、
与
板
地
区
を
拠
点
に
活
動
す

る
団
体
で
す
。
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
場
の
管
理
の
仕
事

を
し
て
い
た
同
級
生
の
近
藤 

登
志
雄
さ
ん
と
宮 

敬

さ
ん
が
、
「
仕
事
を
引
退
し
て
も
何
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
」
と
考
え
た
こ
と
か
ら
発
足
。
同
級
生
に

声
を
か
け
、
賛
同
を
得
た
10
人
で
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
「
歳
を
と
る
と
、
き
ょ
う
い
く
（
今
日
、
行
く
と

こ
ろ
）
・
き
ょ
う
よ
う
（
今
日
、
用
事
）
が
あ
る
こ

と
が
必
要
だ
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
シ
ル
バ
ー
世

代
の
豊
か
な
経
験
と
力
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
と
考
え
て
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

考
房
あ
っ
た
か

考
房
あ
っ
た
か

地
域
貢
献

地
域
貢
献

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
、
自
分
た
ち
が
経
験
し
て

き
た
こ
と
を
活
か
し
て
、
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
時
に
竹
細
工
・
木
工
体
験
ブ
ー
ス

等
を
企
画
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
旧
与
板
町
時
代
か
ら
、
行
政
等
の
協

力
要
請
を
う
け
、
子
ど
も
関
係
だ
け
で

な
く
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
手
伝
い
を

し
て
き
ま
し
た
。

地
域
活
性
化

地
域
活
性
化

　
地
域
の
中
で
も
、
特
に
高
齢
者
に

と
っ
て
趣
味
を
発
表
で
き
る
場
が
な
い

と
考
え
、
発
表
の
場
を
企
画
運
営
。
そ

の
ひ
と
つ
と
し
て
「
与
板
こ
の
人
あ
り

シ
リ
ー
ズ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

運
営
を
し
て
い
ま
す
。
会
場
探
し
や
展

示
だ
け
で
な
く
、
発
表
者
が
映
え
る
よ

う
な
企
画
を
提
案
し
、
実
施
し
て
い
ま

す
。

竹
林
の
整
備

竹
林
の
整
備

　
講
師
に
知
識
や
技
術
を
学
び
つ
つ
、

大
工
仕
事
、

林
業
整
備
、

刃
物
の
扱
い

等
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
技
や

経
験
を
活
か

し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

主
な
活
動
内
容

▲ 与板にこ の人あり シリ ーズで行っ た山野草の展覧

会。 与板にいる 魅力的な人、 団体にスポッ ト ラ イ

ト を当てています。
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活
動
へ
の
想
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
活
動
を
続
け
て
い
る
中
で
、
も
っ
と
子

ど
も
た
ち
を
喜
ば
せ
た
い
と
思
っ
て
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
い
つ
の
時
代
も
、
素

直
で
純
粋
で
す
。
工
作
の
ブ
ー
ス
を
行
っ

て
い
る
と
、
完
成
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
見
た
目
の
い
い
も
の
よ
り
も
、
ア
イ

デ
ィ
ア
を
活
か
し
て
自
分
の
手
で
創
る
経

験
を
し
て
欲
し
い
と
感
じ
ま
す
。
活
動

は
、
い
つ
ま
で
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
け

れ
ど
、
で
き
る
範
囲
で
子
ど
も
た
ち
と
思

い
出
を
沢
山
作
り
、
そ
こ
に
来
た
大
人
に

と
っ
て
も
人
と
の
つ
な
が
り
の
機
会
に
し

て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
子

ど
も
が
成
長
し
、
今
度
は
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

今
後
の
展
望
は
あ
り
ま
す
か

　
会
員
の
健
康
が
一
番
で
す
。
同
年
代
の

仲
間
で
活
動
を
し
て
き
て
一
緒
に
年
を
重

ね
て
い
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
、
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
等
は
で
き
な
く
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
月
に
２
回
は
集
ま
り

み
ん
な
で
顔
を
合
わ
せ
て
健
康
か
ら
、
墓
、

病
気
、
年
金
等
そ
の
時
の
関
心
の
あ
る
話

で
笑
い
合
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。「
今

度
の
集
ま
り
は
、
い
つ
？
」
と
待
ち
遠
し

く
な
る
よ
う
な
会
で
い
た
い
で
す
。

　
こ
の
会
の
「
次
の
世
代
」
は
ど
う
な
っ

て
い
く
の
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
育
て
よ
う

と
も
し
な
か
っ
た
し
、
あ
え
て
存
続
さ
せ

よ
う
と
す
る
よ
り
も
「
そ
れ
と
な
く
終

わ
っ
た
」方
が
自
然
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
あ
る
材
料
や
道
具
等
、
残
る
も
の
が
な

る
べ
く
少
な
く
な
る
よ
う
に
、
あ
と
に
引

き
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
困
ら
な

い
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て

も
残
る
時
は
、
ど
こ
か
に
材
料
な
ど
を
提

供
し
て
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
、
楽
し
か
っ

た
と
み
ん
な
が
笑
顔
で
終
わ
れ
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
身
が
体
験
し
た
こ
と
を
参
考
に
、
ま
た

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
る
姿
を
見
る
と
自

分
た
ち
の
役
割
は
、
た
だ
イ
ベ
ン
ト
を

す
る
だ
け
で
は
な
い
の
だ

と
、
改
め
て
感
じ
ま
す
。

内　容   ２日間で高齢者や障害者の理解に関すること、日常生活自立支援事業の※生活支援員に必要な知識などを
学びます。

日　時  11 月 30 日（木） ９：30 ～ 16：40 ２日間のプログラムと
なっています 12 月４日（月） ９：30 ～ 16：40

会　場  長岡市社会福祉センタートモシア　3 階多目的ホール
定　員  30 名（定員超過の場合抽選）
対象者   長岡市内に居所または勤務地がある方で、下記①から③のいずれかに該当する方

 ① 病気や障害等により判断能力が不十分である方の支援に興味・関
心のある方

 ②日常生活自立支援事業の生活支援員として活動を希望する方
 　（年齢 70 歳以下、普通運転免許を有する方）
 ③長岡市社会福祉協議会の法人後見支援員として活動を希望する方
 　（ 後見支援員は本講座を修了した方が受講できる基礎編Ⅱの修了

が必要です）
申込み  10 月 10 日（火）～ 11 月 17 日（金）

 　　 長岡市社会福祉協議会（以下社協）のホームページよりダウンロードもしくは社協本部・
各支所に設置のチラシを確認のうえ、専用フォーム、メール、FAX でお申し込みください。　　　　　　　 

問い合わせ 　長岡市成年後見センター TEL：86-4715　FAX：33-6004
　　　　　　　　　　    　  E-mail：kenri@nagaoka-shakyo.or.jp

令和５年度
権利擁護支援者養成講座

基礎編Ⅰ 受講者募集します！受講者募集します！

（左上）櫻井 俊六さん　（右上）宮 敬さん
（左下）高橋 順志さん　（右下）近藤 登志雄さん

※ 生活支援員とは…ご本人の気持
ちに寄り添い、福祉サービスの
利用援助や銀行での手続き、各
種支払い等の活動を行います。

　誰もが尊厳のある自分らしい生活を続けられ、地域社会へ参加できることを支える「権利擁護支援」。
　同じ地域に暮らす住人として、あなたにできる支援があります。

▲令和４年度の様子

▲専用
　フォーム
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長岡市
ボランティアセンター
イメージキャラクター

トモセくん

○申込み・問い合わせ・相談は、長岡市ボランティアセンターまでお願いします。　〒 940‒0071　　長岡市表町 2丁目２‒21　長岡市社会福祉センタートモシア内　電話：94‒5588　FAX：32‒5210○申込み・問い合わせ・相談は、長岡市ボランティアセンターまでお願いします。　〒 940‒0071　　長岡市表町 2丁目２‒21　長岡市社会福祉センタートモシア内　電話：94‒5588　FAX：32‒5210

トモシアクリスマス
ファミリーコンサート2023

トモシア文化祭

　初めての試みとして、おもちゃの修理体験に加えて、プラレールの分解・組み立てを体験しました。
ドクターから指導を受けながら、バラバラになったプラレールを組み立てて、レールに走らせ動作確認
を行いました。おもちゃの中身を学びながら、自分の手で直して動かす楽しい機会となりました。
　お昼は、みんなでカフェく・る～むのカレーセットをいただきました。

会　場　長岡市社会福祉センター 
トモシア３階多目的ホール

料　金　無料
内　容　楽器演奏・アカペラなど（予定）
定　員　80 人　※要事前申込み
申込み　11 月１日（水）～ 12 月６日（水）
　　　　申込フォーム・電話・FAX の 

いずれかで、氏名・人数・連絡先を 
ご連絡ください。

※ 定員を超えた場合は、抽選とさせていただきます。

会　場　長岡市社会福祉センター 
トモシア 1 階・3 階

内　容　チャリティバザー・フードドライブ 
・作品展示・ステージ発表・講演会 
・認知症サポーター養成講座

会　場　トモシア３階 
多目的ホール

時　間　14:00 ～ 15:15
内　容　講演・ギター弾き語り
料　金　無料
定　員　60 人　※要事前申込み
申込方法　申込フォーム・電話・FAX のいずれかで、

氏名・人数・連絡先をご連絡ください。
申込期間　10 月５日（木）～ 11 月６日（月）
※ 講演会のみ事前申込みが必要となります。

12 月 17 日（日）
13:30 ～ 16:00

11 月 12 日（日）
10:00 ～ 15:30

日　時

日　時

講演会

▲申込みはこちら

▶講演会の
　申込みはこちら

▲昨年の様子　

ご 案 内

テーマ「あるがままに」
シンガーソングライター　森 圭一郎

＜参加者の声＞
・�こわれたプラレールをハンダで
直して楽しかったです。
・�自分のおもちゃが直せてうれし
かったです。

報 告 夏休み おもちゃドクター親子体験講座夏休み おもちゃドクター親子体験講座（８月１０日実施）（８月１０日実施）

障害があっても、今が楽しいと言える自
分の人生について、メッセージソングを
交えて講演活動を行っている。

森 圭一郎　プロフィール
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○申込み・ 問い合わせ・ 相談は、 長岡市ボラ ンティ アセン タ ーまでお願いし ます。 　 〒 9 4 0 ‒0 0 7 1 　 　 長岡市表町

　 長岡リ リ ッ ク ホールを 会場に、 フ リ ーアナウン サー 笠井 信輔を 講師に招き 、「 ボラ ン ティ アと 災害、

そし て街づく り 」 を テーマに行いまし た。 2 4 0 人が来場し 、 命の尊さ や人と 人と の絆づく り の大切さ を

考える 講演会と なり まし た。

　 高校生ボラ ン ティ ア講座に1 0 4 人の高校生が参加し まし た。 初めて行く 地域での活動と 人と の交流を

楽し みながら 、 受講生は多く のこ と を 学んでいまし た。 活動先の関係者から は「 ボラ ン ティ アと いう 意

識ではなく 、 地域の課題や関わり に自分の気持ち が動き 活動し ている 。 それがボラ ン ティ アだよ。」 な

どの話し があり まし た。

＜三島地域： 越後みし ま竹あかり 街道＞

＜山古志地域： 山古志木籠ふるさ と 会＞

※上記以外に、 寺泊地域、 栃尾地域でも 活動し まし た。

★事前説明会の様子★

★地域活動★

★分野別活動（ 子育て支援、 学習支援、 子ども 食堂） ★

報 告

報 告

ボランティ ア大学公開講座・ 講演会ボランティ ア大学公開講座・ 講演会（ ７月 1 9 日実施）（ ７月 1 9 日実施）

高校生ボランティ ア講座高校生ボランティ ア講座（ ７月３１日～８月２２日実施）（ ７月３１日～８月２２日実施）

＜参加者の声＞

・ 聞き 入っ てし まっ た。 も っ

と 聞き たかっ たです。

・ ボ ラ ン テ ィ ア と は何かを

考えさ せら れまし た。

＜参加者の声＞

・ 普段関わる こ と がない人と お会いする こ

と で、人と の接し 方を 学びまし た。

・ 地域を 大切にし ている 大人の考え方がと

ても 参考になり まし た。

・ 震災後の活動や有志の活動を 知る 機会に

なり まし た。

・ 普段でき ない体験を し て、一つの作品を作

り 上げるこ と はと ても 楽し かっ たです。

・ 子ども と 一緒に考えて、 自分も 学ぶこ と

ができ まし た。

子育ての駅ぐ んぐ ん子育ての駅ぐ んぐ ん こ ども みら い食堂こ ども みら い食堂

新町みんな食堂新町みんな食堂

1 1
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情報コーナー

発
行

【問い合わせ先】長岡市社会福祉協議会　市外局番（0258）

●   本部事務局
 

 

・総　　　務　　　課 ＴＥＬ ３２‐１４４２ ＦＡＸ ３３‐６００４ 
・地　域　福　祉　課 ＴＥＬ ３３‐６０００ ＦＡＸ ３３‐６００４ 
・権 利 擁 護 支 援 課 ＴＥＬ ３２‐７８３３ ＦＡＸ ３３‐６００４ 
・ボランティアセンター ＴＥＬ ９４‐５５８８ ＦＡＸ ３２‐５２１０ 
　（トモシア）貸室専用 ＴＥＬ ３２‐５２００ ＦＡＸ ３２‐５２１０
・介 護 サ ー ビ ス 課  ＴＥＬ ３９‐２２４７ ＦＡＸ ３１‐８８３０
長岡市水道町３丁目５番３０号

●中之島支所 ＴＥＬ ６６‐０６８８ ＦＡＸ ６６‐０６８９
長岡市中野中甲１６６６番地２　サンパルコなかのしま内

●越 路 支 所 ＴＥＬ ９２‐４６５６ ＦＡＸ ９２‐４９２４
長岡市来迎寺３６９７番地　越路総合福祉センター内

●三 島 支 所 ＴＥＬ ４２‐３７６０ ＦＡＸ ４２‐３７６１
長岡市上岩井１２６１番地１　長岡市三島支所内

● 山古志支所 ＴＥＬ ４１‐１１８０ ＦＡＸ ５９‐２０８１ 
長岡市山古志虫亀２１９番地２　山古志地域福祉センターなごみ苑内
● 小 国 支 所 ＴＥＬ ９５‐２０２７ ＦＡＸ ９５‐２５９１ 
長岡市小国町新町３０４番地１　おぐにコミュニティセンター内

 ● 和 島 支 所 ＴＥＬ ７４‐２９１１ ＦＡＸ ７４‐２９１２
長岡市小島谷３５６０番地１　高齢者コミュニティセンターゆきわり荘内
●寺 泊 支 所 ＴＥＬ ７５‐２３６８ ＦＡＸ ７５‐２９４５
長岡市寺泊金山１７０番地３　老人憩いの家　夕映荘内

●栃 尾 支 所 ＴＥＬ ５２‐５８９５ ＦＡＸ ５３‐２２６３
長岡市新栄町２丁目２番２３号　栃尾保健福祉センター内
●与 板 支 所 ＴＥＬ ７２‐４７１４　ＦＡＸ　７２‐４７１２
長岡市与板町本与板２３８０番地１　志保の里荘内
●川  口  支  所  ＴＥＬ ８９‐３１１７ ＦＡＸ ８１‐５０２０ 
長岡市西川口１１６８番地　高齢者生活支援ハウス川口ぬくもり荘内

長岡市社会福祉センタートモシア
【所在地】　〒940-0071　長岡市表町２丁目２番地２１
※長岡駅大手口から徒歩約1０分
E-mail : info@nagaoka-shakyo.or.jp

★詳しくはホームページをご覧ください。

〈問い合わせ〉
福祉の店パレット長岡
長岡市社会福祉センタートモシア１階
TEL：32-5200　営業時間 10：00 ～ 16：00
・志保の里荘 ……………………………………TEL：72-4649　営業時間 9：00 ～ 17：00
・老人福祉センター皆楽荘 ……………………TEL：52-1601　営業時間 9：00 ～ 17：00
・セブン - イレブンアオーレ長岡店 …………TEL：34-5677　営業時間 7：00 ～ 23：00

ともしび基金　寄附者紹介

〈本部事務局〉
　8・1　　長岡婦人水泳クラブ ……………………………………… 6,052 円
　8・28 　株式会社エヌ・シィ・ティ …サージカルマスク：50 枚入り 4 箱

不織布マスク：50 枚入り 50 箱
〈和島支所〉
　8・3　　山﨑　正義 ………………………………………………… 5,000 円
〈栃尾支所〉
　8・7　　栃尾グラウンド・ゴルフ協会 ………………………… 35,535 円

たくさんの善意をありがとうございました。今後も皆さまからの善意をお待ちしております。

皆さまから心あたたまるたくさんの寄附金品をいただ
き、心から感謝申し上げます。いただきました金品は、
社会福祉のために、有効に活用いたします。

（令和５年７月１日から令和５年８月 31 日まで 敬称略）

パレット商品の紹介 ［値段はすべて税込みです］

◀︎

 ふれあい福祉総合相談所
　日常の心配ごとや悩みごとの相談は、左記の「問い合わせ先」へお願
いします。
※長岡地域は本部事務局権利擁護支援課へお問い合わせください。
※秘密・プライバシーは固く守られますので、安心してご相談ください。
●一般相談（電話・来所相談）※来所相談の場合は事前にご連絡ください。

地　域 日時（祝日及び 12 月 28 日～ 1 月 4 日を除く）
長　岡 毎週月～金曜日　13：00 ～ 16：00

中之島・越　路
三　島・山古志
小　国・和　島
寺　泊・栃　尾
与　板・川　口

毎週月～金曜日　9：00 ～ 12：00　13：00 ～ 16：00

●法律相談（来所相談）※要予約
地　域 日時（祝日及び 12 月 28 日～ 1 月 4 日を除く）

長　岡 毎週火曜日　13：00 ～ 16：00　　※弁護士対応
（１人 30 分以内　年２回まで）

　福祉の店「パレット長岡」では、障害者の自立と社会参加を目
指し、心を込めて作った製品を展示・販売しています。
　プレゼント・内祝・景品・お祝い返しなどご予算に応じてご用
意できますので、お気軽にご利用ください。

〈問い合わせ〉
福祉の店パレット長岡
長岡市社会福祉センタートモシア１階
TEL：32-5200　営業時間 10：00 ～ 16：00
・志保の里荘 ……………………………………TEL：72-4649　営業時間 9：00 ～ 17：00
・老人福祉センター皆楽荘 ……………………TEL：52-1601　営業時間 9：00 ～ 17：00
・セブン - イレブンアオーレ長岡店 …………TEL：34-5677　営業時間 7：00 ～ 23：00

パレット商品の紹介 ［値段はすべて税込みです］

一針一針一針一針
心をこめて心をこめて
作っています作っています

秋の夜長に秋の夜長に
リラックスリラックス
バスタイムバスタイム

刺し子ふきん 150円刺し子ふきん 150円
ぞうきん 40円ぞうきん 40円

入浴剤 200円入浴剤 200円
バスボム 500円バスボム 500円

準職員募集準職員募集
介護支援専門員（常勤準職員） 
 ・栃尾支所
介護支援専門員（パート準職員） 
 ・本部事務局　介護サービス課
訪問介護員（常勤準職員） 
 ・本部事務局　介護サービス課
訪問介護員（パート準職員） 
 ・本部事務局　介護サービス課 
 ・栃尾支所
デイサービスセンター介護職員（常勤準職員） 
 ・中之島支所
デイサービスセンター介護職員（パート準職員） 
 ・中之島支所

▲採用情報


